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鳥取市男女共同参画センター
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「輝なんせ鳥取」

Facebook HP

＊令和3年度の鳥取市男女共同参画かがやき企業に18社が認定！＊

　鳥取市では、男女共同参画及び女性の活躍推進に理解と意欲があり、仕事と家庭の両立に配慮
しながら、男女共に働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる企業を「鳥取市男女共同参画か
がやき企業」として認定しています。以下の18企業が認定されましたのでご紹介します。
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企 業 名 住　　所 業　　種
大和設備株式会社

有限会社 村島工業

株式会社 千代田工務店

株式会社 大北工業

有限会社 一高土木

有限会社 鳥取管機

社会医療法人 明和会医療福祉センター

東洋交通施設株式会社

やまこう建設株式会社

株式会社 ジューケン

大和建設株式会社　

株式会社 さじ弐拾壱

株式会社 とりでん

株式会社 ヤマタホーム

ヤマタホールディングス株式会社

株式会社 モア・コンフォート

株式会社 ヤマタライフサポート

株式会社 愛進堂

鳥取市商栄町２２７番地

鳥取市国府町中郷５５番地の６

鳥取市二階町３丁目２１０番地

鳥取市片原町５丁目５０１番地

鳥取市千代水１丁目１４９番地

鳥取市古海２６０番地２

鳥取市東町３丁目３０７番地

鳥取市安長７８番地７

鳥取市南隈２５５番地

鳥取市賀露町１１３番地２

鳥取市天神町５番地の２

鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３

鳥取市千代水４丁目２５番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市商栄町２２１番地１

建設業

建設業

建設業

建設業

建設業

管工事業

医療・福祉業

建設業

建設業

建設業

建設業

サービス業

建設業

建設業

その他サービス業

飲食小売業

その他サービス業

卸売業

このロゴマークを使用している企業は、
誰もが働きやすい環境づくりに取り組んでいる企業です。
現在44社が認定企業となっています！
詳しくは、鳥取市HPで紹介しています。
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●輝く女と男にインタビュー

　●輝なんせ講座、生理に関するアンケート

　　●ハーモニーフェスタ、フォトコンテスト

　　　●かがやき企業紹介

　　

・・・・・・・・・・2P～3P　　　　　　

・・・・・・・4P　　　 　

・・・・・・・・5P  　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6P   
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女性活躍
母娘で

女性消防団

K I N A N S E  T O T T O R I

輝なんせ鳥取講座
働く女性のライフステージと健康の様子

女性消防団の啓発活動の様子



  入団のきっかけは

  娘・由紀さんが入団されてみて

  技術の向上を目指して
　平成 25 年全国女性消防操法大会（消防用機
械器具の取り扱い及び操作の基本を競う大会）
に２年間の訓練を経て親子で参加できたことは
大きな思い出です。
現在鳥取県では、女性の大会がない中でも、県、
市の男性の大会にオープン参加しています。
　次回大会に参加できた時には優勝を目指しリ
ベンジしたいと思っています。そのためにも覚
えた操作技術を団員へ継承していきたいと思っ
ています。

　防災指導員（母典子さん）・防災リーダー（娘
由紀さん）を受けています。消火器の操作講習
等をするだけでなく、地域をまとめ、実際の避
難所運営が出来る体制を作っていけるかが課題
と感じています。

  地域の中で

鳥取市消防団女性分団（現在団員12名）は市内全域で
救命講習、防災啓発活動事業、放水訓練等で活動中。
発足当時から入団され、今は分団長として活躍されて
いる安達典子さん。その姿を見て入団された娘の由紀
さん。また今年度、親子で鳥取市防災指導員、防災
リーダーとなられたお二人にお話を伺いました。

鳥取市消防団　女性分団
　　　安 達　典 子さん
　　　安 達　由 紀さん

  活動をしていて大変なことは

  今後については

ひと ひと

輝く女と男にインタビュー

男女共同参画の視点から考える
　　　　　防災セミナー（第3回）
  ～要配慮者避難と災害時の対応～

　防災基礎講座、春の連続講座も含めて今回で3回目。
　そして、麒麟のまち連携講座として、八頭町と、若桜町の
会場もオンラインで開催しました！
　1回目、2回目の復習を兼ねて実際に鳥取市の防災マッ
プを見てみたり、要配慮者の避難対応について説明され
たり、とてもわかりやすく、命を守るための大切な講座と
なりました。

※

あ  だ  ち  　　の  り  こ

あ  だ  ち  　    ゆ　  き

　母（典子さん）
　市の女性消防団発足時のH20年に子育てが
一段落したこともあり、地域で何かできるこ
とはないか考えていた時、女性消防団員の募
集があり、入団しました。
　娘（由紀さん）
　消防団員である父の姿を見て育ち、保育士
として働き始めた頃、母から保育園での防災
教室の活動の話を聞いて、自分も一緒に活動
したいと思い、また母からの勧めもあり、二
つ返事で入団を決めました。

　保育士の経験を活かし、防災教室に役立つ
アイデアを出しています。保育園での防災教
室では、災害時に避難する際、動物のポーズ
で覚える防災ダックというゲームや子どもた
ちが喜ぶレンジャーの劇など、「楽しく」「わ
かりやすく」をモットーにしています。また、
救命の手順について、誰にでもわかりやすい
救命劇をして命の大切さを伝えています。

※由紀さんは、令和元年に開催された全国消防団員
の意見発表会で優秀賞を受賞。また、現在全国的
に消防団員が減少傾向にある中、総務省消防庁の
「消防団員の処遇等に関する検討会」の委員とし
て、全国の消防団員の代表で参加されました。

母（典子さん） ・ 娘（由紀さん）
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令和3年12月18日（土）
会場：さざんか会館

講座（さざんか会館）の様子

　それぞれ様々な仕事をやっている中で、仕事を
しながら並行して消防団活動を行っており、平日
の参加が難しかったり、全員が揃っての活動が出
来ないこと。しかし、活動を通じて仲間との絆が
深まったり、いろいろな経験が出来、自分自身が
日々成長し続けていることを実感します。
　活動は家庭、職場の理解が必要で、今までと同
様に仕事と両立しながら活動できる範囲で無理な
く楽しくやっていきたいと思います。

　現在女性消防団員は災害現場での活動はあり
ませんが、男性消防団員と連携し、啓発に終わ
ることなく、女性をもっと輝かせるためにも活
動の範囲を広げていければと思います。防災は
男性のイメージが強いですが、女性に出来るこ
とはあります。活動を知ってもらい、女性消防
団員を増やしていくことは大切と思います。
　また、体力が続く限り親子で一緒に活動が出
来たらと思います。
｠
◎自治会、PTA、保育園、学校等から救命講習、
　防災教室の依頼があれば出向きます。
　　　連絡先：鳥取市役所危機管理課
　　　　　　　0857-30-8032
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　「笑顔あふれる家族時間」をテーマに、家庭、地域、職場などあら
ゆる分野で、互いが認め合い、性別に関わりなく自分らしい個性
や能力を発揮できる社会をイメージさせる写真を募集しました。
　今年度は最優秀賞１作品、優秀賞３作品、入賞１２作品が選ば
れ、「女と男とのハーモニーフェスタ」の会場で表彰されました。日
常の中のシーンを温かな視点で切り取った作品に、来場者も自然
と笑顔がこぼれていました。

《最優秀作品》

『えっ、そこ食べるの？』
松尾　里美 さん

受賞者の方々

表彰式の様子

52
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【質問・回答の一部】

　鳥取市では、生理での悩みや困りごとについて実
態を把握するため、女性を対象にしたアンケートを
初めて行ないました。
　多くの女性が「生理痛がつらい」「集中できない」な
ど悩みを抱えています。 経済的な理由などで生理
用品を購入しづらい人がいることもわかりました。
　この結果も参考にしながら、女性特有の悩みに関
する取組を進めていきたいと考えています。多くの
皆さまにご協力いただき、ありがとうございました。
【回答者数】　522人
アンケートの結果は鳥取市のHPからご覧いただけます。

 

生理での悩みや困りごとについて インターネットアンケート調査結果

■ 母親
■ 父親
■ 祖父母
■ 姉妹・兄弟
■ 友人、恋人・配偶者
■ 職場の上司、学校の先生
■ 相談できる人がいない
■ 公的機関・民間団体の支援
■ 相談する必要がない
■ 答えたくない

17.4%

2.5%

0.0%
0.0%

6.9%

1.1%

1.0%

10.2%

44.8%

16.1%

○生理について相談する相手（先）はありますか。

○生理による生活への影響で悩んでいることはありますか。（複数回答可）

仕事（学校）を遅刻・早退又は休暇を取得できない
何事にも集中できず、ミスが多い
人と会いたくない、話したくない

生理痛がつらい
PMS（月経前不快気分障害）がつらい

いつも薬を飲んでいる
特になし

答えたくない

回答者（人）

0 50 100 150 200 250 300

　講座で、女性の心身の状態はホルモンの量の変化に
大きく左右され、思春期・成熟期・更年期・老年期と
段階に違いがあること。月経不調等で半数以上が職場
で困った経験があり、４割が正社員で働くことや昇進
等をあきらめたという統計結果を紹介されました。
　それらは、デリケートな問題で、人との話題になり
にくく、私は PMS（月経前症候群）も最近耳にしました。
更年期を例にとっても個人差があまりにも大きく、何
年も苦しんでいる人もあれば、気がつかなかったという
人もあります。

令和3年11月20日（土）
　男女共同参画センター

　少々の不調があってもこわくて産婦人
科を受診しない方もいます。
　女性自身が自分や他人の身体の事を
もっとよく知り、生理休暇を取得したり、
心身を守る会社のしくみや相談できる窓
口など、賢く気軽に使えるようになった
ら良いと思いました。（Ｙ・Ｋ)

働く女性のライフステージと健康

講師の
宮越　泰子さん
（一財）女性労働協会
 　女性労働支援専門員

輝なんせ鳥取 NEWS 編集委員リポート
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  ～要配慮者避難と災害時の対応～

　防災基礎講座、春の連続講座も含めて今回で3回目。
　そして、麒麟のまち連携講座として、八頭町と、若桜町の
会場もオンラインで開催しました！
　1回目、2回目の復習を兼ねて実際に鳥取市の防災マッ
プを見てみたり、要配慮者の避難対応について説明され
たり、とてもわかりやすく、命を守るための大切な講座と
なりました。

※

あ  だ  ち  　　の  り  こ

あ  だ  ち  　    ゆ　  き

　母（典子さん）
　市の女性消防団発足時のH20年に子育てが
一段落したこともあり、地域で何かできるこ
とはないか考えていた時、女性消防団員の募
集があり、入団しました。
　娘（由紀さん）
　消防団員である父の姿を見て育ち、保育士
として働き始めた頃、母から保育園での防災
教室の活動の話を聞いて、自分も一緒に活動
したいと思い、また母からの勧めもあり、二
つ返事で入団を決めました。

　保育士の経験を活かし、防災教室に役立つ
アイデアを出しています。保育園での防災教
室では、災害時に避難する際、動物のポーズ
で覚える防災ダックというゲームや子どもた
ちが喜ぶレンジャーの劇など、「楽しく」「わ
かりやすく」をモットーにしています。また、
救命の手順について、誰にでもわかりやすい
救命劇をして命の大切さを伝えています。

※由紀さんは、令和元年に開催された全国消防団員
の意見発表会で優秀賞を受賞。また、現在全国的
に消防団員が減少傾向にある中、総務省消防庁の
「消防団員の処遇等に関する検討会」の委員とし
て、全国の消防団員の代表で参加されました。

母（典子さん） ・ 娘（由紀さん）

インタビューの様子

救
命
講
座
の
様
子

鳥
取
市
操
法
大
会

保
育
園
で
の
防
災
教
室

令和3年12月18日（土）
会場：さざんか会館

講座（さざんか会館）の様子

　それぞれ様々な仕事をやっている中で、仕事を
しながら並行して消防団活動を行っており、平日
の参加が難しかったり、全員が揃っての活動が出
来ないこと。しかし、活動を通じて仲間との絆が
深まったり、いろいろな経験が出来、自分自身が
日々成長し続けていることを実感します。
　活動は家庭、職場の理解が必要で、今までと同
様に仕事と両立しながら活動できる範囲で無理な
く楽しくやっていきたいと思います。

　現在女性消防団員は災害現場での活動はあり
ませんが、男性消防団員と連携し、啓発に終わ
ることなく、女性をもっと輝かせるためにも活
動の範囲を広げていければと思います。防災は
男性のイメージが強いですが、女性に出来るこ
とはあります。活動を知ってもらい、女性消防
団員を増やしていくことは大切と思います。
　また、体力が続く限り親子で一緒に活動が出
来たらと思います。
｠
◎自治会、PTA、保育園、学校等から救命講習、
　防災教室の依頼があれば出向きます。
　　　連絡先：鳥取市役所危機管理課
　　　　　　　0857-30-8032
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　「笑顔あふれる家族時間」をテーマに、家庭、地域、職場などあら
ゆる分野で、互いが認め合い、性別に関わりなく自分らしい個性
や能力を発揮できる社会をイメージさせる写真を募集しました。
　今年度は最優秀賞１作品、優秀賞３作品、入賞１２作品が選ば
れ、「女と男とのハーモニーフェスタ」の会場で表彰されました。日
常の中のシーンを温かな視点で切り取った作品に、来場者も自然
と笑顔がこぼれていました。

《最優秀作品》

『えっ、そこ食べるの？』
松尾　里美 さん

受賞者の方々

表彰式の様子
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〒680-0822
鳥取県鳥取市今町二丁目151（鳥取大丸5階）
TEL / FAX （0857）24-2704
メール：danjyo-center@city.tottori.lg.jp
鳥取市ホームページ：http://www.city.tottori.lg.jp/

鳥取市男女共同参画センター
き

「輝なんせ鳥取」

Facebook HP

＊令和3年度の鳥取市男女共同参画かがやき企業に18社が認定！＊

　鳥取市では、男女共同参画及び女性の活躍推進に理解と意欲があり、仕事と家庭の両立に配慮
しながら、男女共に働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる企業を「鳥取市男女共同参画か
がやき企業」として認定しています。以下の18企業が認定されましたのでご紹介します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

企 業 名 住　　所 業　　種
大和設備株式会社

有限会社 村島工業

株式会社 千代田工務店

株式会社 大北工業

有限会社 一高土木

有限会社 鳥取管機

社会医療法人 明和会医療福祉センター

東洋交通施設株式会社

やまこう建設株式会社

株式会社 ジューケン

大和建設株式会社　

株式会社 さじ弐拾壱

株式会社 とりでん

株式会社 ヤマタホーム

ヤマタホールディングス株式会社

株式会社 モア・コンフォート

株式会社 ヤマタライフサポート

株式会社 愛進堂

鳥取市商栄町２２７番地

鳥取市国府町中郷５５番地の６

鳥取市二階町３丁目２１０番地

鳥取市片原町５丁目５０１番地

鳥取市千代水１丁目１４９番地

鳥取市古海２６０番地２

鳥取市東町３丁目３０７番地

鳥取市安長７８番地７

鳥取市南隈２５５番地

鳥取市賀露町１１３番地２

鳥取市天神町５番地の２

鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３

鳥取市千代水４丁目２５番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市千代水２丁目１３０番地

鳥取市商栄町２２１番地１

建設業

建設業

建設業

建設業

建設業

管工事業

医療・福祉業

建設業

建設業

建設業

建設業

サービス業

建設業

建設業

その他サービス業

飲食小売業

その他サービス業

卸売業

このロゴマークを使用している企業は、
誰もが働きやすい環境づくりに取り組んでいる企業です。
現在44社が認定企業となっています！
詳しくは、鳥取市HPで紹介しています。

鳥取市男女共同参画センター機関紙第37号 2022 Spring
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●輝く女と男にインタビュー

　●輝なんせ講座、生理に関するアンケート

　　●ハーモニーフェスタ、フォトコンテスト

　　　●かがやき企業紹介

　　

・・・・・・・・・・2P～3P　　　　　　

・・・・・・・4P　　　 　

・・・・・・・・5P  　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6P   

　　

―　目　次　―
ひと ひと

女性活躍
母娘で

女性消防団

K I N A N S E  T O T T O R I

輝なんせ鳥取講座
働く女性のライフステージと健康の様子

女性消防団の啓発活動の様子


